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◇
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2
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3
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室
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「
２
０
１
２
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

　
　
　
　
　
　
　

国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
9
日
（
金
）
〜
12
月
16
日
（
日
）

〔
会
期
中
無
休
〕

　
　
　

　
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
は
毎
年
春
に
イ
タ

リ
ア
北
部
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
世

界
で
唯
一
の
児
童
書
専
門
見
本
市
で
す
。
１
９
６
４
年
に

始
ま
っ
た
こ
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
は
、
世
界
中
の
出
版
社

が
集
ま
り
、絵
本
の
版
権
売
買
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
会
場
に
は
世
界
中
の
優
れ
た
絵
本
や
イ
ラ
ス

ト
を
求
め
る
編
集
者
と
、
絵
本
の
世
界
へ
飛
び
込
み
た
い

沢
山
の
無
名
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
こ
こ
で
両
者
が
出
会
い
、
毎
年
新
し
い
絵
本
作
家
が

生
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
が
世
界
へ
旅
立
ち
ま
す
。

　

１
９
６
７
年
に
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
作
品
発
表
の

機
会
を
設
け
る
た
め
「
子
ど
も
の
本
の
た
め
の
原
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
物
語
の
イ

ラ
ス
ト
）
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
図
鑑
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
）
の

２
部
門
で
、
５
枚
１
組
の
イ
ラ

ス
ト
を
審
査
す
る
も
の
で
、
16

歳
以
上
の
誰
で
も
応
募
で
き
、

出
版
経
験
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
公
平
に
審
査
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
世

界
中
か
ら
集
ま
っ
た
応
募
作
品
は
、
５
人
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
る
国
際
審
査
団
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
審

査
員
は
毎
年
代
わ
り
、
職
業
も
国
籍
も
異
な
る
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
家
の
視
点
で
、
確
か
な
技
術
力
、
独
創
性
、
新
し

い
可
能
性
を
持
っ
た
作
品
を
選
び
だ
し
て
い
ま
す
。

　

絵
本
は
イ
ラ
ス
ト
、
文
章
、
活
字
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
版

型
、
印
刷
方
法
な
ど
様
々
な
要
素
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
こ
の
中
か
ら
イ
ラ
ス
ト
の
持
つ
力
が
審
査

さ
れ
ま
す
。
優
れ
た
イ
ラ
ス
ト
は
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び

に
、
文
章
で
は
表
現
で
き
な
い
、
読
者
の
想
像
を
超
え
た

沢
山
の
物
語
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
の
審
査
員
は
、
荒
井
良
二
（
絵
本
作
家
／
日
本
）、
キ

ア
ラ
・
カ
ッ
レ
ー
ル
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
イ
タ
リ
ア
）、
ア

ン
ヌ
＝
ロ
ー
ル
・
コ
ニ
ェ（
国
立
児
童
専
門
図
書
館
／
フ
ラ
ン
ス
）、

マ
グ
ダ
レ
ナ
・
ク
ウ
ォ
シ
（
ヴ
ィ
ト
フ
ル
ニ
ャ
出
版
社
／
ポ
ー
ラ

ン
ド
）、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ッ
ド
（
ウ
ォ
ー
カ
ー
ブ
ッ
ク
ス
出
版

／
イ
ギ
リ
ス
）
で
し
た
。
彼
ら
は
世
界
60
カ
国
、
２
６
８
５

組
の
応
募
作
品
か
ら
日
本
人
７
名
を
含
む
、
19
カ
国
、
72

組
の
作
品
を
選
び
出
し
ま
し
た
。
そ
の
ど
れ
も
が
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
で
個
性
溢
れ
る
作
品
ば
か
り
で
す
。

　

本
展
覧

会
は
、
こ

の
コ
ン
ク

ー
ル
の
入

選
作
品
を

紹
介
し
ま

す
。
１
９

７
８
年
に

初
め
て
日

本
に
紹
介
さ
れ
、
当
館
で
は
１

９
９
８
年
以
降
毎
年
開
催
し
、

今
年
で
15
回
目
を
迎
え
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、

北
米
、
南
米
、
ア
フ
リ
カ
と
世

界
の
国
々
か
ら
集
ま
っ
た
原
画

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

し
ば
し
ば
、
大
人
に
と
っ
て

人
生
は
既
に
経
験
し
た
こ
と
の

繰
り
返
し
と
な
り
が
ち
で
す

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
毎
日

が
新
し
い
も
の
と
の
出
会
い
で

す
。
そ
ん
な
子
ど
も
時
代
に
手

に
す
る
絵
本
は
、
人
生
の
縮
図

の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
が
こ

れ
か
ら
経
験
す
る
様
々
な
場
面

が
描
か
れ
た
、
身
近
な
ア
ー
ト

で
す
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
は
、
新

し
い
イ
ラ
ス
ト
、新
し
い
絵
本
、

新
し
い
作
家
と
の
出
会
い
の
場
で
あ
り
、
新
し
い
自
分
を

発
見
す
る
場
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
入
選
を
目
指

す
皆
さ
ん
へ
。
２
０
１
３
年
度
の
募
集
は
今
年
の
10
月
１

日
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
４
年
度
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
へ
の
道
は
こ
れ
か
ら
で
す
‼

【
特
別
展
示
】

　

今
年
の
特
別
展
示
は
ペ
イ
ジ
・
チ
ュ
ー
。
１
９
７
８

年
台
湾
に
生
ま
れ
、
イ
ギ
リ

ス
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ブ
・
ア
ー
ト
で
学
び
、
現

在
は
ロ
ン
ド
ン
と
台
湾
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
、１
０
、１
１
年
と
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
展
に
３
度
入
選
し
、

２
０
１
０
年
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
の

平
成
24
年
10
月
2
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

12
月
28
日
（
金
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「赤ずきんちゃん/黒と赤」
アレハンドラ・バルバ（メキシコ）

「ニーム・マン・ブーグ」
アリレザ・ゴルドゥズィヤン（イラン）

『鉛の兵隊』

「『島にこぶし』のためのスケッチ」
ビオレータ・ロピス（スペイン）

「最後の一葉」
マリーナ・マルコリン（イタリア）

「イソップ物語」
今井　彩乃（日本）

「はたらくくるま：工事車両」
小輪瀬　譲安（日本）
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Ｓ
Ｍ
財
団
が
創
設
し
た
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
Ｓ
Ｍ
出
版
賞
」
の

第
２
回
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
者
は
35
歳
以
下
の

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
入
選
者
か
ら
選
ば
れ
、
賞
金
３
万
ド
ル
と

Ｓ
Ｍ
出
版
が
提
示
し
た
テ
ー
マ
で
の
絵
本
出
版
が
約
束
さ

れ
ま
す
。
ペ
イ
ジ
・
チ
ュ
ー
に
与
え
ら
れ
た
の
は
『
鉛
の

兵
隊
』。
絵
本
作
家
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
チ
ュ
ー
版
『
鉛

の
兵
隊
』の
原
画
に
加
え
、過
去
の
ボ
ロ
ー
ニャ
展
入
選
作
、

新
シ
リ
ー
ズ
の
イ
ラ
ス
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

【
ア
ニ
ュ
ア
ル
（
図
録
）
表
紙
】

　

本
展
の
図
録
の
表
紙
は

２
０
１
１
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ

ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
グ

ラ
ン
プ
リ
の
チ
ョ
・
ウ
ン

ヨ
ン
（
韓
国
）
で
す
。
力

強
く
躍
動
感
の
あ
る
図
録

表
紙
の
原
画
２
点
を
展
示

し
ま
す
。

【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

　

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
作
品
審
査
会
、

３
月
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
様
子
に
、
審
査
員

や
入
選
作
家
への
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】

　

展
示
作
品
や
入
選
作
家
の
絵
本
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
で
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
を
受
賞
し
た
世
界
の
絵
本
、

お
す
す
め
絵
本
な
ど
約
１
０
０
冊
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
○
●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
●
○
●
○
●

☆
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
☆
【
入
場
無
料
】

　

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

開
催
日　

11
／
10（
土
）、17（
土
）、23（
金
・
祝
）、24（
土
）、

　
　
　
　

12
／
１
（
土
）、
８
（
土
）、
15
（
土
）

※
11
／
23
は
午
前
の
み

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

☆
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
☆
【
要
観
覧
券
】

　

い
ら
な
く
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
裏

面
を
利
用
し
て
冊
子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自

由
に
飾
り
つ
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日　

時　

会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日
、
14
：
00
～
16
：
00

対　

象　

４
歳
～
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

各
日
10
名
（
要
申
込
、
先
着
順
）

持
ち
物　

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

協　

力　

絵
本
の
会　

も
こ
も
こ

会　

場　

展
示
室
内

☆
「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場
☆
【
入
場
無
料
】

　

紙
芝
居
の
前
に
座
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
。
世
界
で
紙
芝
居
の
魅
力
を
伝
え
る
「
の
ま
り

ん
」
の
豊
か
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
／
18
（
日
）

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

出　

演　

の
ま
り
ん
（
野
間
成
之
氏
）

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

☆
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☆
【
要
観
覧
券
】

　

い
つ
も
は
「
お
静
か
に
」
と
注
意
さ
れ
る
展
示
室
。
で

も「
子
ど
も
と
一
緒
に
話
し
な
が
ら
鑑
賞
し
た
い
」と
思
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
族
の
た
め
の
時
間
で
す
。

日　

時　

11
／
23
（
金
・
祝
）、
17
：
00
～
20
：
00

対　

象　

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
を
含
む
家
族

定　

員　

10
家
族
（
要
申
込
、
先
着
順
）

※
展
示
室
が
若
干
賑
や
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

☆
お
は
な
し
劇
場
☆
【
要
観
覧
券
】

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
人
形
劇
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

の
上
演
で
、
皆
さ
ん
を
物
語
の
世
界
へ
ご
招
待
し
ま
す
。

簡
単
な
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日　

12
／
９
（
日
）

時　

間　

10
：
30
～
11
：
30
、
13
：
00
～
14
：
00

協　

力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ぽ
っ
か
ぽ
か

会　

場　

休
憩
コ
ー
ナ
ー

 

申
込
み
受
付
は
10
／
27
（
土
）
９
：
00
よ
り
電
話
に
て

★
新
製
品
登
場
！
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
★

　

図
録
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
は
じ
め
、
入
選
作
家
の
絵
本

や
輸
入
絵
本
な
ど
を
販
売
。
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
（
50
円
）
の

絵
柄
は
16
種
類
あ
っ
て
目
移
り
し
そ
う
…
！
定
番
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
も
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
新
製
品
と
し
て
、

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
ロ

ゴ
入
り
バ
ッ
グ（
１
、０
５
０
円
）

が
登
場
。
特
別
展
示
の
作
家
ペ

イ
ジ
・
チ
ュ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｔ
シ
ャ
ツ （
3
種
類
） 

も
！

　

人
気
商
品
は
会
期
終
了
前
に

売
り
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

★
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト
★

　

展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
ゆ
っ

く
り
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
。
お

す
す
め
は
、
あ
っ
た
か
ド
リ

ン
ク
「
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
」（
３
５
０
円
）
豆
乳
＋
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
や
さ
し
い
甘
さ
、

カ
ッ
プ
も
キ
ュ
ー
ト
。

　

ま
た
、
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
ご

注
文
の
方
に
は
、
本
展
出
品
作

品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ペ
ー

パ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！

　

今
年
は
今
井
彩
乃
さ
ん
、
刀

根
里
衣
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
胸
が
“
き
ゅ
ん
”
と
な
る

か
わ
い
い
コ
ー
ス
タ
ー
が
で
き
ま

し
た
♪

◇
観
覧
料

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

ほかにもいろいろ…ホットチョコレートどちらか1枚プレゼント

「2012アニュアル表紙」



◇
第
１
展
示
室

◇
第
２
展
示
室
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日
本
画
家
・
中
町　

進 

展

～
う
つ
ろ
い
ゆ
く
自
然
、
そ
し
て
街
な
み
～

９
月
22
日
（
土
・
祝
）〔
開
催
中
〕
～
10
月
28
日
（
日
）

　

中
町
進
氏
は
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）、
輪
島
市
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
日
本
画
家
を
志
し
て
昭
和
27
年
に
金
沢
美

術
工
芸
短
期
大
学
（
現
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
）
を
卒
業
、

本
格
的
に
画
家
と
し
て
始
動
し
ま
す
。
昭
和
29
年
に
「
山

の
田
」
が
日
展
で
初
入
選
、
さ
ら
に
同
30
年
・
32
年
に
現

代
美
術
展
で
最
高
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
活
躍
し
、
32
年
に

は
池
田
遥
邨
（
１
８
５
９
～
１
９
８
８
）
に
師
事
し
て
青

塔
社
塾
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
氏
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
遥
邨
の
機
知
的
な

構
成
や
詩
的
な
色
彩
表
現
と
い
っ
た
手
法
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
画
風
は
さ
ら
に
深
み
を
増
し
て
ゆ
き
ま

す
。
ま
た
、何
度
も
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
と
い
う
師
に
学
び
、

氏
も
納
得
の
い
く
ま
で
ス
ケ
ッ
チ
を
重
ね
、
独
自
の
表
現

を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

氏
の
作
風
は
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
て
お
り
、
何
期
か

に
大
別
で
き
ま
す
。
昭
和
30
年
代
は
「
黒
の
時
代
」。
抽

象
芸
術
が
流
行
し
た
こ
の
頃
、
氏
も
そ
の
影
響
を
受
け
、

黒
を
基
調
と
し
た
強
い
タ
ッ
チ
で
金
沢
の
街
な
ど
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
青
の
時
代
」。
昭
和
40
年
代
頃

か
ら
は
作
風
が
一
転
、
青
を
主
体
と
し
て
、
静
寂
に
満
ち

た
森
の
木
々
や
、
雲
間
や
水
辺
か
ら
あ
ふ
れ
る
月
の
光
な

ど
を
叙
情
性
豊
か
に
描
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
時
代
に
入
る
と
、
作
風
は
新
た
な
展
開
を

み
せ
ま
す
。
金
沢
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
都
市
な
ど
を
俯

瞰
的
に
描
き
、
画
面
内
に
人
び
と
や
動
物
な
ど
を
小
さ
く

配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
日
常
、
い

と
な
み
を
表
し
ま
し
た
。
い
わ
ば
こ
の
頃
は「
街
の
時
代
」

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
近
年
、氏
の
視
線
は
再
び
大
自
然
に
向
け
ら
れ
、

国
内
の
山
々
な
ど
を
強
い
タ
ッ
チ
、明
快
な
色
調
で
描
き
、

時
節
に
よ
っ
て
千
変
万
化
す
る
そ
の
雄
大
さ
、
美
し
さ
を

描
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
制
作
活
動
の
一
方
、
氏
は
母
校
で
あ
る
金
沢

美
術
工
芸
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
多
く
の
後
進
を
育
て

る
と
と
も
に
（
現
在
同
校
名
誉
教
授
）、
石
川
県
日
本
画

会
、
石
川
県
日
本
画
協
会
へ
の
参
加
や
、
石
川
県
美
術
文

化
協
会
事
務
局
長
を
長
年
つ
と
め
る
な
ど
、
郷
土
石
川
県

の
美
術
振
興
に
も
尽
力
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、
平
成
７
年

（
１
９
９
５
）
に
石
川
県
文
化
功
労
賞
、
同
18
年
に
は
地

域
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
日
展
初
入
選
作
よ
り
近
作
ま
で
氏
の
代
表

作
を
中
心
に
、
様
々
な
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
を
加
え
、
計
28

点
を
展
示
、
そ
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
中
町
進
氏
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

日　

時　

10
月
13
日
（
土
）　

午
後
２
時
～

　

場　

所　

当
館
第
２
展
示
室
（「
中
町
進
展
」
会
場
）

　
　
　
　
　
※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
が
、
参
加
に
は

　
　
　
　
　
　
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

草
花
づ
く
し

　
　
　

※
会
期
は
「
日
本
画
家
・
中
町 

進
展
」
と
同
じ
で
す
。

　

あ
る
時
は
可
憐
に
、
ま
た
あ
る
時
に
は
力
強
さ
を
み
せ

て
く
れ
る
様
々
な
草
花
。私
た
ち
の
身
近
な
存
在
と
し
て
、

美
術
工
芸
品
に
表
現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

実
際
、
当
館
所
蔵
品
約
６
０
０
点
の
う
ち
に
も
、
草
花

を
取
り
入
れ
た
作
品
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

本
展
で
は
所
蔵
品
の
中
核
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な

ど
よ
り
、
草
花
が
描
か
れ
た
様
々
な
作
品
を
、
絵
画
や
工

芸
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
長
谷
川
等
伯
作
品
特
別
展
示
】

　

近
年
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
長
谷

川
等
伯
（
１
５
３
９
～
１
６
１
０
）。
期
間
中
、
等

伯
若
年
期
の
仏
画
２
点
を
特
別
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

①
「
十
六
羅
漢
図
」
１
幅
（
七
尾
市
・
霊
泉
寺
蔵
）

　

②
「
愛
宕
権
現
図
」
１
幅
（
当
館
蔵
）

※
と
も
に
石
川
県
指
定
有
形
文
化
財

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「北国の春」　昭和47年(1972) 
石川県立美術館蔵

「路地」　平成２年(1990) 
石川県立美術館蔵

「織部輪花南瓜葉文台鉢」
(池田コレクション)

「マジョリカ壷の薔薇」
高光一也

「十六羅漢図」
長谷川信春(等伯)



◇
第
２
展
示
室

◇
第
１
展
示
室
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老
若
男
女
・
人
物
を
楽
し
む

12
月
21
日
（
金
）
～
平
成
25
年
２
月
11
日
（
月
・
祝
）

　

遠
所
を
旅
行
し
て
も
、
近
所
を
散
歩
し
て
い
て
も
、

ち
ょ
っ
と
ま
わ
り
を
見
わ
た
す
と
、
そ
こ
に
は
必
ず
「
ヒ

ト
」
が
い
ま
す
。
ま
た
、
家
に
一
人
で
い
て
も
、
テ
レ
ビ

や
パ
ソ
コ
ン
を
つ
け
れ
ば
、
そ
こ
で
や
は
り
多
く
の
「
ヒ

ト
」
を
見
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
や
全
世
界
で
70
億
人
と
い
わ
れ
る「
ヒ
ト
」。し
か
し
、

全
く
同
じ
「
ヒ
ト
」
は
一
人
と
し
て
存
在
し
ま
せ
ん
。
性

別
や
年
齢
、
人
種
や
国
籍
、
容
姿
や
体
格
、
そ
し
て
性
格

な
ど
、一
人
一
人
が
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
十
人
十
色
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
示
す
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
わ
ば

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
な
の
で
す
。

　

そ
の
「
ヒ
ト
」
た
ち
が
み
せ
る
時
々
の
姿
、
そ
し
て
お

り
な
さ
れ
る
様
相
は
、
美
術
工
芸
品
に
と
っ
て
も
格
好
の

モ
チ
ー
フ
で
す
。
有
史
以
来
、
こ
れ
ま
で
有
名
無
名
・
実

在
架
空
問
わ
ず
、
数
多
く
の
魅
力
的
な
人
物
た
ち
が
作
品

を
彩
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
当
館
所
蔵
品
よ
り
様
々
な
「
ヒ
ト
」
た
ち

が
表
現
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
展
内
で
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
筆
「
陳
希
夷

睡
図
」
を
特
別
展
示
し
ま
す
。

季
節
を
感
じ
る
作
品
た
ち

　
　
※
会
期
は
「
老
若
男
女
・
人
物
を
楽
し
む
」
と
同
じ
で
す
。

　

記
録
的
な
暑
さ
だ
っ
た
今
年
の
夏
も
過
ぎ
、
秋
の
気
配

が
濃
厚
と
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
。
ど
ん
な
酷
暑
で
も

い
つ
か
は
過
ぎ
去
り
、
や
が
て
寒
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

春
夏
秋
冬
と
変
化
し
て
い
く
四
季
。
春
は
桜
・
夏
は
海
・

秋
は
紅
葉
・
冬
は
雪
と
い
う
よ
う
に
、
季
節
は
そ
れ
ぞ
れ

に
豊
か
な
風
情
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

日
本
の
生
活
は
、
古
来
よ
り
四
季
の
変
化
に
大
き
な
影

響
を
受
け
て
お
り
、
人
び
と
は
季
節
に
順
応
す
る
形
で
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
美
術
工
芸
品
に
も
そ

れ
は
反
映
さ
れ
、
四
季
に
ち
な
ん
だ
作
品
が
数
多
く
制
作

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
よ
り
、
季
節

情
緒
豊
か
な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「維摩居士図」
狩野芳崖

(池田コレクション)

石川県指定有形文化財
「陳希夷睡図」

長谷川信春(等伯)

「織部松鳥図大平鉢」
（池田コレクション）

「織部すすき文徳利」
（池田コレクション）

「四季耕作図屏風」　狩野岑信

　

友
の
会
美
術
講
座

　
　
　

～
や
さ
し
い
篆
刻
～

　

独
特
の
味
わ
い
深
い
文
字
形
、
絵
手
紙
・
書
画
作
品
に
も
見

ら
れ
る
篆
刻
作
品
の
魅
力
。

　

今
回
の
美
術
講
座
で
は
、
毎
日
書
道
会
や
石
川
県
美
術
文
化

協
会
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
七
尾
市
在
住
の
書
家
・
大お

お

場ば

濯た
く

川せ
ん

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、『
雅み

や
び
い
ん印

』
を
制
作
し
ま
す
。

　

書
を
嗜
む
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
本
講
座
に
参
加
し

て
、
世
界
で
た
っ
た
一
つ
、
自
分
だ
け
の
『
印
』
を
制
作
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

日　

時
…
平
成
25
年
１
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
4
時
頃

場　

所
…
楽
屋
（
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
横
）

指　

導
…
大
場
濯
川
先
生
（
書
家･

石
川
県
書
美
術
連
盟
理
事
）

　
　
　
　
※
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
大
場
先
生
の
個
展（
10
／
５
～
８
）が
あ
り
ま
す
。

対　

象
…
当
館
友
の
会
会
員

　
　
　
　

※
会
員
同
伴
者
１
名
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
…
２
，
５
０
０
円
（
材
料
費
等
）

　
　
　
　

※
友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
３
，
０
０
０
円

定　

員
…
15
名
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
汚
れ
て
も
良
い
上
着
、軍
手
、飲
物
、

　
　
　
　

昼
食
（
館
内
喫
茶
室
も
ご
利
用
で
き
ま
す
）

募　

集
…
10
月
７
日
（
日
）
よ
り
電
話
に
て
申
込
受
付
。

　
　
　
　

七
尾
美
術
館　

☎
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

参
加
者
大
募
集
！

　
当
館
所
蔵
品
貸
出
情
報
（
10
月
２
日
現
在
）

　

①
陶
磁
器
「
志
野
草
花
文
向
附
」「
織
部
暦
手
文
向
附
」

　

●
「
発
見
！
地
域
お
宝
自
慢
」
展

　

会
場
：
石
川
県
立
歴
史
博
物
館

　

会
期
：
10
月
１
日
（
月
）〔
開
催
中
〕
～
21
日
（
日
）

　

②
彫
刻
「
若
き
僧
Ｓ
」　

渡
部 

浩
作

　

●
「
能
登
の
彫
刻
家
た
ち
」
展

　

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館

　

会
期
：
10
月
25
日
（
木
）
～
11
月
28
日
（
水
）
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大  

場  

濯  

川  

書  

作  

展

　
　
　
　

10
月
５
日
（
金
）
～
８
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

還
暦
後
の
所
作
が
中
心
。
経
書
、
漢
詩
等
よ
り
操
句
し
、
書

は
篆
隷
草
と
多
彩
で
あ
り
篆
刻
は
大
作
が
多
く
計
80
余
点
を
出

展
。
瓦
当
文
の
模
刻
印
額
と
書
の
屏
風
は
圧
巻
で
あ
る
。
同
時

に
北
方
心
泉
の
書
７
点
も
展
示
。

主
催
・
連
絡
先　

大
場
濯
川　

☎
０
７
６
７
（
66
）
０
４
２
２

　
　
　

七 

尾 

能 

面 

展 

２ 

０ 

１ 
２

　
　
　
　

10
月
11
日
（
木
）
～
14
日
（
日
）

　
　
　
　

初
日
は
午
後
１
時
か
ら

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

日
本
の
伝
統
芸
能
「
能
」
を
支
え
る
能
面
は
幽
玄
の
美
を
今

に
伝
え
て
大
変
魅
力
的
で
す
。
こ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
12

人
が
今
年
も
ま
た
心
を
込
め
て
制
作
し
た
女
面
、
男
面
、
鬼
神

面
等
の
能
面
約
70
面
を
展
示
し
ま
す
。
同
時
に
能
面
の
解
説
や

能
面
を
着
け
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
能
面
を

身
近
に
観
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

面
匠
会
・
石
川
面
打
同
好
会

連
絡
先　

森
多
雪
山　

☎
０
７
６
７
（
22
）
１
２
０
７

第
８
回　

七
尾
市
民
文
化
祭

　
　

第
７
回　

彩
の
会 

＆
写
団
の
と
展　
　
　

　
　
　
　

10
月
26
日
（
金
）
～
28
日
（
日
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ｢

彩
の
会｣

と
写

真
グ
ル
ー
プ
「
写
団
の
と
」
の
第
７
回
合
同
展
を
開
催
し
ま
す
。

計
25
人
の
会
員
が
近
作
約
80
点
を
展
示
発
表
い
た
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催 　

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先　

 

彩
の
会　

加
地
求　

☎
０
７
６
７
（
52
）
１
６
１
３

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展  

　
　
　
　

10
月
18
日
（
木
）
～
21
日
（
日
）

　
　
　
　

初
日
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

生
命
を
尊
ぶ
心
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
形
成
を
願
い
に
、
未
来

に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
に
、
夢
と
希
望
を
与
え
る
入
賞
作
品

を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

10
月
21
日
（
日
）
10
時
よ
り
美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
入
賞

者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

主　

催　

㈶
エ
ム･

オ
ー･

エ
ー
美
術･

文
化
財
団

連
絡
先　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
３
９
１
４

　
　
　

第
58
回　

七
尾
市
美
術
展
覧
会

　
　
　
　

11
月
１
日
（
木
）
～
４
日
（
日
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

一
般
部
門
「
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
」

の
６
部
門
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
「
絵
画･

習
字
・
写
真
」
の
３
部

門
の
公
募
に
よ
る
美
術
展
覧
会
で
す
。『
伝
わ
れ
感
動
』
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

入
賞
者
の
表
彰
式
は
11
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
よ
り

美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
す
。

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会
（
会
長
・
吉
田
隆
）

連
絡
先　

橋
本
義
則　

☎
０
７
６
７
（
53
） 

３
０
１
１

　
　
　

第
67
回 　

北
國
写
真
展
七
尾
展　
　

 　

　
　
　
　

12
月
22
日
（
土
）
～
24
日
（
月･

祝
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

今
年
で
69
回
目
、
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。
今
度
は
ど
ん

な
構
図
で
、
ど
ん
な
被
写
体
で
、
見
る
人
を
感
動
の
渦
に
引
き

込
む
の
で
あ
ろ
う
か
心
待
ち
に
し
た
い
。
唯
々
早
く
作
品
と
対

面
し
た
い
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

主　

催　

北
國
写
真
連
盟
・
北
國
新
聞
社
・
富
山
新
聞
社

連
絡
先　

宮
﨑
功　

☎
０
９
０
（
４
３
２
０
）
２
１
７
８

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

　

長
谷
川
等
伯
絵
画･

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

	

10
月
８
日
（
月･

祝
）　

開
式　

午
後
２
時

　

七
尾
出
身
の
画
聖
、
長
谷
川
等
伯
を
顕
彰
す
る
た
め
全
国
か

ら
応
募
さ
れ
た
絵
画･

感
想
文
の
秀
作
を
称
え
る
表
彰
式
で
す
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先　

　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
（
北
國
新
聞
社
七
尾
支
社
） 

　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
１
８
８
１

第
10
回　

日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

　
　
　
　

石  

川  

支  

部  

学  

術  

大  

会　

　
　
　
　

10
月
20
日
（
土
）
開
演　

午
後
１
時
45
分

　

医
療
関
係
者
や
一
般
の
皆
様
が
対
象
の
、
職
場
に
お
け
る
業

務
改
善
に
関
す
る
学
術
大
会
で
す
。
今
回
は
「
チ
ー
ム
医
療
に

明
日
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
特
別
講
演
に
福
井
県
済
生
会
病
院
の

事
務
副
部
長
の
齋
藤
哲
哉
氏
を
お
招
き
し
、「
職
員
満
足
度
向

上
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
是
非
ご

参
加
下
さ
い
。

入
場
料　

１
，
０
０
０
円

主　

催　

社
会
医
療
法
人
財
団
董
仙
会　

恵
寿
総
合
病
院

連
絡
先　

医
療
秘
書
課　

前
多
亜
佐
子

　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
52
）
３
２
１
１

第
８
回　

七
尾
市
民
文
化
祭

　

山
原
昌
娃
き
も
の
着
付
学
院
き
も
の
着
付
け
シ
ョ
ー

　
　
　
　

11
月
４
日
（
日
）
開
演　

午
後
２
時

　

き
も
の
を
着
る
、
着
せ
る
。
楽
し
い
着
付
け
シ
ョ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
着
物
の
格
や
季
節
に
よ
る
き
も
の
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
す
。
成
人
式
に
む
け
て
振
り
袖
の
お
袖
の
扱
い
も
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先　

山
原
昌
娃　

☎
０
７
６
７
（
52
）
１
６
２
５

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料
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第
８
回　

七
尾
市
民
文
化
祭

　

鈴
英
会
お
さ
ら
い
会
と
英
桃
太
郎
舞
踊
シ
ョ
ー

　
　
　
　

11
月
11
日
（
日
）
開
演　

午
後
０
時
30
分

　

会
員
各
々
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
お
さ
ら
い
す
る
と
共
に
、

指
導
者
「
英
」
の
華
麗
な
る
歌
謡
舞
踊
シ
ョ
ー
「
父
母
の
追
悼

を
込
め
て
」
を
七
尾
民
謡
会
の
協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会
（
主
管
：
鈴
英
会
）

連
絡
先　
鈴
英
会　

丸
田
み
ど
り
☎
０
９
０
（
４
８
０
８
）
３
８
０
１

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
講
座
３

　
　
　
　
　

～
総
参
加
で
感
動
の
地
域
再
生
～

　
　
　
　

11
月
12
日
（
月
）
開
演　

午
後
６
時

　

土
着
菌
を
利
用
し
た
カ
ラ
イ
モ
栽
培
か
ら
の
「
焼
酎
造
り
」、

空
き
家
を
改
修
し
て
芸
術
家
の
活
動
拠
点
を
提
供
す
る｢

迎
賓

館｣

な
ど
、
鹿
児
島
県
や
ね
だ
ん
の
豊
重
哲
郎
自
治
公
民
館
長

に
よ
る
地
域
づ
く
り
講
演
会
で
す
。

主　

催　

七
尾
市

連
絡
先　

七
尾
市
市
民
男
女
協
働
課
☎
０
７
６
７
（
53
）
８
６
３
３

第
１
７
８
回
例
会　

パ
ン
ト
マ
イ
ム
プ
ラ
ネ
ッ
ト
公
演

　

チ
カ
パ
ン
の
い
っ
し
ょ
に
パ
ン
ト
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
！  

　
　
　
　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）　

開
演　

午
後
７
時

　

人
を
幸
せ
に
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
・
チ
カ
パ
ン
の
不
思
議
で

楽
し
い
“
カ
ラ
ダ
”
の
遊
び
。
笑
い
、
驚
き
な
が
ら
親
子
一
緒

に
愉
快
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

当
日
入
会
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先

　
　
　
　

七
尾
市
子
ど
も
劇
場 

☎
０
７
６
７
（
52
）
０
８
２
１

　
　
　
　

※
水
・
金　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
の
み
連
絡
可
。

　

リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ

　
　
　
　
　

ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

　
　
　
　

11
月
25
日
（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
２
年
に
１
度
開
催
し
て

い
ま
す
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
の
生
徒
た
ち
が
お
気
に
入
り
の
１

曲
を
演
奏
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

前
田
ゆ
か
り
・
中
口
幸
月

連
絡
先　

前
田
ゆ
か
り　

☎
０
７
６
７
（
52
）
９
９
４
３

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

盆
踊
り
『
日
蓮
尊
者
地
獄
巡
り
』
で
“
ま
ち
お
こ
し
”

　
　
　
　

12
月
1
日
（
土
）　

開
演　

午
後
２
時
30
分

　
「
母
を
捜
し
て
地
獄
巡
り
」
が
由
来
の
盆
踊
り
が
、
果
た
し

て
“
ま
ち
お
こ
し
”
の
キ
ッ
カ
ケ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
盆

踊
り
の
実
演
、
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

主　

催　

七
尾
エ
ン
ヤ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
街
巡
り
実
行
委
員
会

連
絡
先　

春
木　

憲　

☎
０
７
６
７
（
53
）
０
０
０
５

　

ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ　

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　

12
月
２
日
（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
年
に
１
度
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。

タ
ラ
ン
テ
ラ
特
集
や
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
平
見
夕
紀
さ
ん

の
読
み
聞
か
せ
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ラ
ボ
も
あ
り
ま
す
。
ど
な
た
で

も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

連
絡
先　

井
藤
真
理　

☎
０
７
６
７
（
58
）
１
２
５
３

　

ひ
ま
わ
り
保
育
園 

お
た
の
し
み
会

　
　
　
　

12
月
９
日
（
日
）
開
演　

午
前
９
時
30
分

　

子
ど
も
達
が
楽
器
演
奏
や
和
太
鼓
、
劇
あ
そ
び
等
を
発
表
し

ま
す
。
子
ど
も
達
が
表
現
す
る
事
を
楽
し
み
、
保
護
者
が
子
ど

も
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催
・
連
絡
先　

ひ
ま
わ
り
保
育
園
☎
０
７
６
７
（
57
）
２
８
０
０

　

小
丸
山
保
育
園 

ち
び
っ
こ
発
表
会　

 

　
　
　
　

12
月
22
日
（
土
）
開
演　

午
前
９
時
30
分

　

小
丸
山
保
育
園
で
は
年
２
回
の
発
表
会
を
催
し
ま
す
。
今
回

は
美
術
館
の
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
子
ど
も
達
の

ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い
発
表
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
で
見
に
来

て
く
だ
さ
い
ね
！ 

主　

催　

社
会
福
祉
法
人
小
丸
山
保
育
園

連
絡
先　

島
崎
和
子　

☎
０
７
６
７
（
53
）
３
７
０
０

　

入
場
無
料

入
場
無
料

会
員
限
定

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

　

監
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

研
修
旅
行
に
参
加
し
て　
　
　

仲
島　

弘
美

　

初
め
て
研
修
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
地
元
七

尾
で
、
最
初
の
見
学
先
は
架
橋
30
年
の
能
登
島
大
橋
を
渡

り
、
開
館
21
年
目
の
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
に
到

着
。「
華
麗
な
る
ガ
ラ
ス
の
一
族
」
展
を
鑑
賞
し
た
あ
と
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ル
ー
タ
ー
を
使
っ
て
ガ
ラ
ス
を
削

り
、
夢
中
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ラ
ス
や
写
真
立
て
を
作
成
し

ま
し
た
。
私
は
大
仏
様
の
絵
柄
に
し
た
と
こ
ろ
、
家
族
に

大
ウ
ケ
・
大
爆
笑
で
し
た
。
何
故
？
髪
型
、
ほ
く
ろ
が
私

と
ほ
ぼ
同
じ
…
。

　

お
楽
し
み
の
昼
食
は
市
内
の
割
烹
料
理｢

北
山｣

で
、
予

算
大
丈
夫
!?
の
お
料
理
に
満
足
、
満
腹
、
完
食
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
見
学
先
そ
の
１
は
、
日
蓮
宗
遠
壽
山
本
延
寺
。

長
谷
川
等
伯
の
生
家
、
奥
村
家
の
菩
提
寺
。
雑
誌
「
芸
術

新
潮
」
で
見
た
山
門
、
位
牌
堂
に
安
置
さ
れ
た
等
伯
26
歳

の
時
に
彩
色
寄
進
し
た
「
木
造
日
蓮
聖
人
坐
像
」
を
見
学

で
き
、
感
動
し
ま
し
た
。

　

見
学
先
そ
の
２
は
、
曹
洞
宗
休
岳
山
長
齢
寺
。
前
田
家

の
菩
提
寺
。利
家
が
能
登
に
お
い
て
唯
一
建
造
し
た
寺
院
。

　

見
学
先
そ
の
３
は
、
真
言
宗
小
嶋
山
妙
観
院
。
山
門
前

ま
で
海
だ
っ
た
頃(

明
治
時
代)

の
妙
観
院
が
描
か
れ
た
貴

重
な
絵
図
の
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
き
、
副
住
職
か
ら
の
詳
し

い
解
説
を
拝
聴
し
た
あ
と
、
境
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
七
不
思
議
伝
説
が
有
名
で
あ
り
、
少
年
時
代
に

体
験
し
た
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
副
住
職
の
お
も
て
な

し
の
心
へ
も
合
掌
。

　

身
近
な
七
尾
で
、
ガ
ラ
ス

作
品
を
作
り
、
美
味
し
い
食

事
を
い
た
だ
き
、
寺
院
の
歴

史
に
も
ふ
れ
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
せ
た
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
。 

小嶋山妙観院にて
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平成24年度 春の展覧会予定

　平成25年２月23日（土）～４月７日（日）

◆第１展示室  「茶道具いろいろ～池田コレクションを中心に～」
　桃山時代に千利休によって大成され、以後数百年の歴史を持つ、日本の代表的
伝統文化である「茶道」。そこで使用される茶道具は、時代や流派、各人の好み
などが反映され、幾多もの道具が生み出されて茶会などを彩ってきました。本展
では「池田コレクション」などより、様々な茶道具を紹介します。

◆第２展示室  「緑色のアート」
　「緑色」は光の３原色のひとつ。「みどり」という語は、「瑞々しい」ことが転
じて新芽の色を表すようになったから、とされます。また、植物や森林などを指
す言葉としても用いられるように、自然の爽やかなイメージを感じさせる色でも
あります。本展では当館所蔵品より、緑色を効果的に使用した作品を紹介します。

《等伯コーナー（特別編）》  

　当館にとって重要なテーマである長谷川等伯。その作品の充実は開館
以来の使命ですが、本年８月、念願かなって久方ぶりに新作品を１点購
入することができました。
　ニューフェイスの名は「山水図」。軸装で紙に雄大な山水風景が水墨
によって描かれた、縦53センチ、横40センチの作品です。正確な制作年
はわかりませんが、画面右下に「信春」袋形印が捺されていること、また、
描き方に狩野派などの影響が感じられることから、等伯が「信春」を名
乗っている頃の、おおよそ30歳代の制作と考えられます。
　昭和46年（1971）に美術雑誌で紹介されてから、その後長い間未公開
だった本図。今年１月の岡山県立美術館特別展「長谷川等伯と雪舟流」
に出品され、所蔵者との交渉の結果、購入に至ったのです。
　これで当館所蔵の等伯作品は４点。当館としてはこれからも、等伯や

「長谷川派」絵師たちの、作品や史料のさらなる充実を図っていきたい、
と考えております。

飛行機……能登空港から能登有料道路利用約45分
車…………金沢から能登有料道路利用約１時間15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バスまりん号
　　　　…JR七尾駅前「ミナ．クル」ビル裏バス停から西回り「七尾美術館前」下車
ななおコミュニティバスぐるっと7
　　　　…JR七尾駅５番乗り場から西コース「小丸山台１丁目」下車

10月〜12月

◆10月　１, ９, 15, 22, 29～31

◆11月　５～8

◆12月　17～20, 25, 29～31

◎次号・第72号（冬号）は１月１日発行予定です。

「赤楽山文茶碗　銘暁」
樂 惺入 (池田コレクション）

「飛鳩」上田珪草

↑「山水図」。今年の「長谷川等伯展」に出品
されましたので、ご覧になった方も多いのでは？

当館所蔵の等伯作品に新しい仲間が加わりました!!


